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(57)【要約】
【課題】基準となる指の接触位置を登録した際と同じ把
持状況での指の接触位置を取得してユーザ識別を行うこ
とができるようにする。
【解決手段】筆記具の把持部にはシート状圧力センサ１
０２が巻き付けられており、そのセンサが定期的に検出
する圧力分布が、検出時刻と対応づけてメモリ１０８に
記憶される。筆記具に装着される加速度センサ１０４の
出力を監視することにより、ペン先が紙面に当接して筆
記動作が開始されるタイミングを検出する。そのタイミ
ングよりも微小時間だけ遡ったタイミングの圧力分布を
メモリから読み出し、ホスト装置１５０に送る。ホスト
装置１５０の個人特徴データベース１６８には、各ユー
ザが基準の筆記具を把持した状態で、筆記動作が開始さ
れるタイミングで採取した圧力分布が登録されている。
ホスト装置１５０は、筆記具側装置１００から受信した
圧力分布をそれら登録情報と比較することで、ユーザ識
別を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筆記具の把持部を把持する各指の接触位置を検出する接触位置検出手段と、
　前記筆記具の加速度又は前記筆記具のペン先にかかる圧力を検出し、その加速度又は圧
力に基づき、前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段と、
　前記開始検出手段が検出した前記筆記開始の時点に対してあらかじめ定められた時間関
係を持つ検出の時点において前記接触位置検出手段が検出した各指の接触位置の実測デー
タを、前記検出の時点において各ユーザが前記把持部を把持するときの各指の接触位置を
示すユーザごとの基準データと照合することにより、前記筆記具を把持するユーザを識別
するユーザ識別手段と、
　を備えるユーザ識別システム。
【請求項２】
　前記接触位置検出手段は、前記筆記具の把持部の外周に巻き付けて装着される面状の圧
力センサを備え、
　前記面状の圧力センサの巻き付け方向に沿った両端部は互い重なり合っているとともに
、その重なり合った部分の巻き付け方向に沿った重なり幅が装着先の前記筆記具の把持部
の外周長に応じて変化するよう構成されており、
　前記ユーザ識別システムは、
　外周長の初期化指示を受け付ける指示受付手段と、
　前記初期化指示を受けた場合に、前記圧力センサの前記重なり合った部分が面に押しつ
けられた状態での前記圧力センサの出力から、前記両端部のそれぞれにおける前記巻き付
け方向に沿ったあらかじめ定められた閾値を超える圧力ピーク同士の間隔を前記把持部の
外周長として求め、求めた外周長に対応するサイズ情報を記憶装置に記憶させる外周長測
定手段と、
　前記圧力センサが装着された基準のサイズを持つ把持部を各ユーザが把持したときの各
指の接触位置の情報を、ユーザごとの基準情報として記憶する基準情報記憶手段と、
　を備え、
　前記ユーザ識別手段は、前記記憶装置に記憶されたサイズ情報と前記基準のサイズとに
基づいて、前記接触位置検出手段が検出した各指の接触位置と、前記基準情報記憶手段に
記憶された各ユーザの基準情報における前記各指の接触位置と、を縮尺合わせを行った上
で照合する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のユーザ識別システム。
【請求項３】
　筆記具に設けられた加速度センサ又は前記筆記具のペン先にかかる圧力を検出するペン
先圧力センサの出力データ、を受信する第１の受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記加速度センサ又は前記ペン先圧力センサの出力データに基
づき、前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段と、
　前記筆記具の把持部に巻き付けられた面状の圧力センサが前記筆記開始の時点に対して
あらかじめ定められた時間関係を持つ検出の時点にて検出した圧力分布のデータ、を受信
する第２の受信手段と、
　前記第２の受信手段が受信した圧力分布のデータを、前記検出の時点において各ユーザ
が前記把持部を把持するときの各指の接触位置を示すユーザごとの基準データと照合する
ことにより、前記筆記具を把持するユーザを識別するユーザ識別手段と、
　を備えるユーザ識別装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　筆記具に設けられた加速度センサ又は前記筆記具のペン先にかかる圧力を検出するペン
先圧力センサの出力データ、を受信する第１の受信手段、
　前記受信手段が受信した前記加速度センサ又は前記ペン先圧力センサの出力データに基
づき、前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段、
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　前記筆記具の把持部に巻き付けられた面状の圧力センサが前記筆記開始の時点に対して
あらかじめ定められた関係を持つ検出の時点にて検出した圧力分布のデータ、を受信する
第２の受信手段、
　前記第２の受信手段が受信した圧力分布のデータを、前記検出の時点において各ユーザ
が前記把持部を把持するときの各指の接触位置を示すユーザごとの基準データと照合する
ことにより、前記筆記具を把持するユーザを識別するユーザ識別手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザ識別システム、装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばボールペンやホワイトボードマーカーなどの筆記具による手書きの記入内容を電
子化して保存・利用するアプリケーションシステム等のシステムにおいて、各記入内容を
記入したのが誰かを識別して記録することが行われている。記入者の識別の方式の例とし
て、筆記具のグリップ（把持部）を取り巻くように圧力センサを設け、把持時の指の位置
関係や指紋などといった特徴情報を取得し、この特徴情報に基づき識別を行う方式がある
。
【０００３】
　特許文献１には、ペンのグリップの周囲に圧力センサを設け、圧力センサが検出した指
の接触位置に応じて各種コマンドを出力する技術が開示されている。
【０００４】
　特許文献２に開示されたペン型入力装置は、ペングリップの外周部に複数の圧力センサ
と各圧力センサが検出した圧力の分布を基にユーザを識別するデータを記憶するユーザ辞
書部を有し、各圧力センサが検出した圧力の分布を基にユーザ辞書部に記憶したデータを
参照してペンを握っているユーザの識別を行なう。
【０００５】
　特許文献３に開示されたペン型の入力機器は、グリップに巻き付けられた高解像度の圧
力センサによりユーザの指紋を読み取り、その指紋によってユーザを識別する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７－０２０９８３号公報
【特許文献２】特開平１０－１９８５０９号公報
【特許文献３】特開２００９－２６６０９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、人が筆記具を持つ際の指の把持部に対する接触位置は、筆記具を手にとって
把持したときや、まさに筆記しようとしているとき、あるいは筆記中、などというように
把持状況が異なるとある程度異なってくる。認識のための基準となる指の接触位置の登録
の際の把持状況と、認識時点の把持状況が異なっていれば、誤認識を招く可能性がある。
【０００８】
　本発明は、基準となる指の接触位置を登録した際と同じ把持状況での指の接触位置を取
得してユーザ識別を行うことができるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る発明は、筆記具の把持部を把持する各指の接触位置を検出する接触位置
検出手段と、前記筆記具の加速度又は前記筆記具のペン先にかかる圧力を検出し、その加
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速度又は圧力に基づき、前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段と、前
記開始検出手段が検出した前記筆記開始の時点に対してあらかじめ定められた時間関係を
持つ検出の時点において前記接触位置検出手段が検出した各指の接触位置の実測データを
、前記検出の時点において各ユーザが前記把持部を把持するときの各指の接触位置を示す
ユーザごとの基準データと照合することにより、前記筆記具を把持するユーザを識別する
ユーザ識別手段と、を備えるユーザ識別システムである。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、前記接触位置検出手段は、前記筆記具の把持部の外周に巻き付
けて装着される面状の圧力センサを備え、前記面状の圧力センサの巻き付け方向に沿った
両端部は互い重なり合っているとともに、その重なり合った部分の巻き付け方向に沿った
重なり幅が装着先の前記筆記具の把持部の外周長に応じて変化するよう構成されており、
前記ユーザ識別システムは、外周長の初期化指示を受け付ける指示受付手段と、前記初期
化指示を受けた場合に、前記圧力センサの前記重なり合った部分が面に押しつけられた状
態での前記圧力センサの出力から、前記両端部のそれぞれにおける前記巻き付け方向に沿
った予め定められた閾値を超える圧力ピーク同士の間隔を前記把持部の外周長として求め
、求めた外周長に対応するサイズ情報を記憶装置に記憶させる外周長測定手段と、前記圧
力センサが装着された基準のサイズを持つ把持部を各ユーザが把持したときの各指の接触
位置の情報を、ユーザごとの基準情報として記憶する基準情報記憶手段と、を備え、前記
ユーザ識別手段は、前記記憶装置に記憶されたサイズ情報と前記基準のサイズとに基づい
て、前記接触位置検出手段が検出した各指の接触位置と、前記基準情報記憶手段に記憶さ
れた各ユーザの基準情報における前記各指の接触位置とを、縮尺合わせを行った上で照合
する、ことを特徴とする請求項１に記載のユーザ識別システムである。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、筆記具に設けられた加速度センサ又は前記筆記具のペン先にか
かる圧力を検出するペン先圧力センサの出力データ、を受信する第１の受信手段と、前記
受信手段が受信した前記加速度センサ又は前記ペン先圧力センサの出力データに基づき、
前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段と、前記筆記具の把持部に巻き
付けられた面状の圧力センサが前記筆記開始の時点に対してあらかじめ定められた時間関
係を持つ検出の時点にて検出した圧力分布のデータ、を受信する第２の受信手段と、前記
第２の受信手段が受信した圧力分布のデータを、前記検出の時点において各ユーザが前記
把持部を把持するときの各指の接触位置を示すユーザごとの基準データと照合することに
より、前記筆記具を把持するユーザを識別するユーザ識別手段と、を備えるユーザ識別装
置である。
【００１２】
　請求項４に係る発明は、コンピュータを、筆記具に設けられた加速度センサ又は前記筆
記具のペン先にかかる圧力を検出するペン先圧力センサの出力データ、を受信する第１の
受信手段、前記受信手段が受信した前記加速度センサ又は前記ペン先圧力センサの出力デ
ータに基づき、前記筆記具による筆記開始の時点を検出する開始検出手段、前記筆記具の
把持部に巻き付けられた面状の圧力センサが前記筆記開始の時点に対してあらかじめ定め
られた時間関係を持つ検出の時点にて検出した圧力分布のデータ、を受信する第２の受信
手段、前記第２の受信手段が受信した圧力分布のデータを、前記検出の時点において各ユ
ーザが前記把持部を把持するときの各指の接触位置を示すユーザごとの基準データと照合
することにより、前記筆記具を把持するユーザを識別するユーザ識別手段、として機能さ
せるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１，３又は４に係る発明によれば、基準となる指の接触位置を登録した際と同じ
把持状況での指の接触位置を取得してユーザ識別を行うことができる。
【００１４】
　請求項２に係る発明によれば、把持部のサイズが異なる筆記具に対して、共通の基準情
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報で照合を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態のシステム構成の一例を示す図である。
【図２】実施形態で用いられる、シート状圧力センサが巻き付けられた筆記具の一例の外
観を模式的に示す図である。
【図３】巻き付けられたシート状圧力センサの両端部の重なり位置を検出するための処理
を説明するための図である。
【図４】加速度センサの出力から、照合対象の圧力分布データの検出（取得）タイミング
を求める処理を説明するための図である。
【図５】筆記具に対して着脱自在なラバーグリップにシート状圧力センサを内蔵した例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１を参照して、筆記具を把持しているユーザを識別するためのユーザ識別システムの
一実施形態を説明する。この例のシステムは、筆記具側装置１００とホスト装置１５０と
を備えている。この例では、筆記具側装置１００は、ボールペンやホワイトボードマーカ
ーなどの筆記具に内蔵又は装着される電子装置であり、ホスト装置１５０は、筆記具側装
置１００と無線又は有線（例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）接続）などで通信可能
なコンピュータである。
【００１７】
　筆記具側装置１００は、シート状圧力センサ１０２、加速度センサ１０４、プロセッサ
１０６、メモリ１０８、不揮発性記憶装置１１０、通信装置１１８などの構成要素を備え
ている。これら構成要素は、２以上のハードウエアに分散配置されていてもよい。
【００１８】
　シート状圧力センサ１０２は、図２に示すように筆記具２００のグリップ（把持部）２
０２に巻き付けられる面状の圧力センサである。シート状圧力センサ１０２としては、例
えば、フレキシブル基板上に設けた下部電極と、フィルム上に設けた上部電極とを有し、
下部電極と上部電極とを空気層を介して向かい合わせに配置することでコンデンサを形成
したものなど、従来知られたもの又はこれから開発されるものを用いればよい。シート状
圧力センサ１０２は、ユーザが筆記具のグリップを把持したときの指先（例えば親指、人
差し指、及び中指）や手のひらの一部の接触位置を示す圧力の二次元分布を出力する。本
実施形態では、指紋の検出は不要なので、シート状圧力センサ１０２の解像度は高くなく
てもよい。指等の接触位置の検出の目的ならば、例えば０．１ｍｍ程度の解像度の一般的
なシート状圧力センサで足りる。
【００１９】
　本実施形態のシート状圧力センサ１０２は、筆記具２００のグリップ２０２の外周長以
上の長さを有し、グリップ部２０２に巻き付けると、シート状圧力センサ１０２の両端部
が重なり合う。本実施形態では、この重なりを利用して、グリップ２０２のサイズを算出
する（詳細は後述）。
【００２０】
　加速度センサ１０４は、少なくとも筆記具２００の軸方向（すなわち筆記具のペン先と
後端を結ぶ軸の方向）についての加速度を検出するセンサである。もちろん、この他の方
向の加速度が検出できるセンサを用いてもよい。加速度センサ１０４としては、従来のも
の、又はこれから開発されるものを用いてもよい。本実施形態では、加速度センサ１０４
の出力により、ユーザの筆記開始の時点（タイミング）を検出する（詳細は後述）。
【００２１】
　プロセッサ１０６は、筆記具側装置１００の動作を制御するマイクロプロセッサであり
、不揮発性記憶装置１１０に記憶された圧力分布記録処理（図示省略）、初期化処理１１
２や照合対象選択処理１１６、などの各種処理のためのプログラムを実行する。メモリ１
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０８は、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）などの半導体メモリである。メモリ１０８は
、プロセッサ１０６が演算処理を実行する際の作業用領域、又はシート状圧力センサ１０
２や加速度センサ１０４の出力データを時系列的に記憶する記憶領域などとして用いられ
る。
【００２２】
　不揮発性記憶装置１１０は、プロセッサ１０６が実行する各種処理１１２、１１６等を
記述したプログラムや、初期化処理１１２により求められるグリップサイズデータ１１４
を記憶する不揮発性の記憶装置である。不揮発性記憶装置１１０としては、例えば、ＥＰ
ＲＯＭ（Erasable Programmable Read Only Memory）やＥＥＰＲＯＭ（Electrically Era
sable Programmable Read Only Memory）などの書込可能な不揮発性メモリを用いてもよ
い。また、各種処理１１２、１１６等を記述したプログラムを記憶する部分は、ＲＯＭ（
リードオンリーメモリ）であってもよい。
【００２３】
　不揮発性記憶装置１１０に記憶される圧力分布記録処理（図示省略）のプログラムは、
シート状圧力センサ１０２から読み出し周期ごとに読み出される圧力分布のデータを、読
み出し時刻と対応づけて時系列的にメモリ１０８に記憶する処理を記述したものである。
圧力分布記録処理では、シート状圧力センサ１０２から出力された生データをそのまま記
録してもよいし、その生データに対して公知のデータ圧縮処理を施した結果の圧縮データ
を記録してもよい。また、生データの代わりに、その生データを公知の方法で解析して得
た各指及び手のひらのシート状圧力センサ１０２に対する接触点の位置（例えば二次元的
な位置）を表す情報を記録してもよい。また、生データからガウシンアンミクスチャなど
の手法で特徴量を抽出し、その特徴量を解析結果として、生データの代わりに記録しても
よい。
【００２４】
　圧力分布記憶処理では、時々刻々と読み出される圧力分布のデータをメモリ１０８内に
確保された圧力分布データ用の記憶領域に対して例えばリングバッファ方式で記憶してい
くようにしてもよい。すなわち、順に生じる新たな圧力分布データを、その時点での記憶
された最古の圧力分布データに上書きしていってもよい。同様に、不揮発性記憶装置１１
０には、加速度センサ１０４から定期的に出力される加速度データを、例えばリングバッ
ファ方式で、出力時刻に対応づけて時系列的にメモリに記憶する処理を記述したプログラ
ムを記憶している。
【００２５】
　不揮発性記憶装置１１０に記憶された初期化処理１１２のプログラムは、当該筆記具側
装置１００が装着される筆記具２００のグリップ２０２のサイズ（径又は外周長など。以
下では「グリップサイズ」と呼ぶ）を算出するための演算処理を記述したプログラムであ
る。この処理により求められたグリップサイズデータ１１４は、不揮発性記憶装置１１０
に記憶される。
【００２６】
　この初期化処理の例を、図３を参照して説明する。図３の（ａ）に示すように、シート
状圧力センサ３０２（図１のシート状圧力センサ１０２と同じもの）は、例えば矩形のシ
ートであり、シート状圧力センサ３０２は、その横方向（すなわちグリップ２０２に対し
て巻き付ける方向）の幅よりも外周長が短いグリップ２０２に海苔巻きのように巻き付け
て使用する。したがって、巻き付けた状態では、（ｂ）に示すように、シート状圧力セン
サ３０２の巻き付け方向に沿った両端部が部分的に上下に重なり合うこととなる。（ｂ）
では、シート状圧力センサ３０２の両端部が重なり合った部分を、重なり部分３０４とし
て破線で囲んで図示している。グリップ２０２の径が小さいほど、巻き付け方向について
の重なり部分３０４の幅は大きくなる。
【００２７】
　初期化処理では、ユーザは、図３の（ｂ）に模式的な断面図として示すように、筆記具
３００のグリップにシート状圧力センサ３０２を巻き付けた状態で、重なり部分３０４を
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テーブルの表面などの平面３１０に向かって押しつける。これにより、重なり部分３０４
のうち矢印３０６で指し示す１点（実際には、巻き付けられたシート状圧力センサ３０２
は、図３（ｂ）の紙面に垂直な方向に延びているので、その点をその方向に延長した直線
）が平面３１０に向かって押圧されることとなる。この状態で、ユーザが、筆記具２００
に設けられた初期化ボタン（図示省略）を押下することで、プロセッサ１０６は初期化処
理１１２のプログラムを実行する。これにより、プロセッサ１０６は、そのときのシート
状圧力センサ３０２（１０２）の圧力分布データを受け取り、その分布から圧力が定めた
閾値を超えている直線（図３（ａ）の直線３０６ａ及び３０６ｂ）を２本検出する。この
閾値は、ノイズ等を誤認識しないようあらかじめ定められ、不揮発性記憶装置１１０等に
記憶されている値である。なお、閾値を超える直線状の圧力分布が２本検出されない場合
は、検出されるまで新たな圧力分布データの取得及び閾値以上の圧力値を持つ直線の検出
を繰り返す。なお、この繰り返しの間、筆記具２００の側面等に設けられた液晶等の表示
画面に対して、重なり部分３０４を面に当接して筆記具２００をその面に押しつける操作
を案内する情報、又はもっと強く押しつけるように促すメッセージなどの情報を表示して
もよい。このようにして閾値以上の圧力を持つ２本の直線状の分布３０６ａ及び３０６ｂ
が特定されると、プロセッサ１０６は、それら直線３０６ａと３０６ｂとの間隔Ｌを計算
し、この計算結果をグリップサイズ（この場合はグリップ２０２の外周長）データ１１４
として不揮発性記憶装置１１０に書き込み又は上書きする。間隔Ｌの代わりに、これを円
周率で割って得られるグリップの径などのような、グリップ２０２のサイズを表す他の指
標値を計算して不揮発性記憶装置１１０に記憶するようにしてもよい。
【００２８】
　いままでシート状圧力センサ１０２を巻き付けてきた筆記具２００からシート状圧力セ
ンサ１０２を外して別の筆記具に巻き付けた場合には、この初期化処理を実行することで
、当該別の筆記具２００のグリップ２０２のグリップサイズを算出する。
【００２９】
　再び図１の説明に戻り、このような初期化処理が完了し、グリップサイズデータ１１４
が記憶されると、筆記具側装置１００は通常動作（すなわちユーザ認識のための処理動作
）が可能な状態となる。この状態で、筆記具側装置１００の例えば電源ボタン（図示省略
）をオンすると、プロセッサ１０６は、不揮発性記憶装置１１０に保持されたユーザ認識
処理のためのプログラム（すなわち圧力分布記録処理及び照合対象選択処理１１６など）
を実行する。これにより、シート状圧力センサ１０２から例えば定期的に出力される圧力
分布データ又はその解析結果（以下、圧力分布データと総称する）がメモリ１０８に時系
列的に記憶されていく。
【００３０】
　不揮発性記憶装置１１０に記憶された照合対象選択処理１１６のプログラムは、加速度
センサ１０４が時系列的に出力する加速度データから、ユーザが筆記動作を開始する直前
のタイミングを特定し、そのタイミングでの圧力分布データをメモリ１０８から読み出し
、通信装置１１８を介してホスト装置１５０側に送信する。「筆記動作を開始する直前の
タイミング」の圧力分布を用いるのは、そのタイミングでのユーザの把持状態が最も安定
していると考えられるからである。筆記していないときは、ユーザは様々な形でペンを把
持するので、指等のシート状圧力センサ１０２への接触位置もまちまちであり、ユーザ識
別のための照合には適さない。筆記中の把持状態は、筆記していないときよりもユーザの
癖を反映したものとなっているが、運筆方向等の状況に応じて指先への力の入り具合が様
々に変わってくるので、指先等の接触による圧力分布として十分に安定したパターンが得
られるとは必ずしも限らない。これに対し、筆記動作の開始直前、すなわちペン先が筆記
先の面に当接される直前のタイミングでは、ユーザはグリップをしっかり握っており、し
かも筆記時の運筆方向等による圧力分布の偏りもないので、得られる圧力分布は安定した
再現性の高いものとなる。
【００３１】
　「筆記動作を開始する直前のタイミング」は、筆記動作が開始されたタイミングからの
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逆算で求める。すなわち、照合対象選択処理１１６は、加速度センサ１０４が検出する筆
記具２００の軸方向についての加速度の時系列的な変化を監視する。例えば図４に示すよ
うな加速度の時間的変化が得られたとする。軸方向の加速度（絶対値）が最も大きくなる
のは、筆記具２００のペン先２０４が紙等の筆記面に当接した時である。すなわち、筆記
具２００は、当接時点までは筆記面に向かってある速度（この速度は多少は変化するがそ
の変化に係る加速度は決して大きいものではない）で進んでいくが、ペン先２０４が筆記
面に当接して筆記面に向かう運動が停止するまでの間に、筆記具２００は筆記面から遠ざ
かる方向に大きな加速度を受けることになる。そこで、図４に例示するように、筆記面か
ら遠ざかる向きの加速度を正の方向とした場合に、加速度があらかじめ定めた加速度閾値
を超えたタイミングを、ユーザが筆記を開始したタイミングｔsと判定する。そして、そ
の開始タイミングｔsからあらかじめ定めた微小時間δｔだけ遡った時刻を、筆記動作を
開始する直前のタイミングｔcとして算出する。
【００３２】
　メモリ１０８には、開始タイミングｔsから遡った過去の圧力分布データが検出時刻と
対応づけて記憶されているので、照合対象選択処理１１６は、その中から、筆記動作を開
始する直前のタイミングｔcで検出された圧力分布データを読み出し、グリップサイズデ
ータ１１４と共に、通信装置１１８を介してホスト装置１５０に送信する。複数の筆記具
につきそれぞれの把持者を識別することを想定したシステムでは、この圧力分布データと
共に、筆記具２００又は筆記具側装置１００の識別情報も合わせてホスト装置１５０に送
信する。
【００３３】
　通信装置１１８は、例えば無線又は有線接続でホスト装置１５０と通信するための装置
である。有線接続の場合は、例えば、ＵＳＢ接続などの方式で筆記具側装置１００をホス
ト装置１５０に接続された接続端子に例えば接続する形で行う。この場合、筆記具側装置
１００は、特定した筆記動作を開始する直前のタイミングｔcでの圧力分布データを、ホ
スト装置１５０に有線接続されるまで保存しておき、接続されるとその圧力分布データを
他の情報（もしあれば）とともにホスト装置１５０に送信する。
【００３４】
　ホスト装置１５０では、通信装置１５２が、筆記具側装置１００から送られてくる直前
のタイミングｔcでの圧力分布データ及びグリップサイズデータ１１４を受け取り、プロ
セッサ１５４に渡す。プロセッサ１５４は、ホスト装置１５０における演算処理を実行す
るＣＰＵ（中央演算装置）などの装置である。メモリ１５６は、プロセッサ１５４がプロ
グラムを実行する際に作業領域として用いられる半導体メモリである。不揮発性記憶装置
１６０は、プロセッサ１５４が実行する各種処理１６４、１６６等を記述したプログラム
や、それら処理に用いられるデータを記憶する不揮発性の記憶装置である。不揮発性記憶
装置１６０としては、例えば、ＥＰＲＯＭやＥＥＰＲＯＭなどの書込可能な不揮発性メモ
リ、あるいはハードディスクなどを用いてもよい。また、各種処理１６４、１６６等を記
述したプログラムを記憶する部分は、ＲＯＭであってもよい。
【００３５】
　不揮発性記憶装置１６０に記憶される個人特徴データベース１６８には、各ユーザの識
別情報に対応づけて、そのユーザの個人特徴、すなわち当該ユーザが筆記具のグリップを
把持したときの圧力分布データ（生データ、圧縮データ、又は解析結果である指等の位置
情報等のうちのいずれか）を記憶している。この個人特徴は、シート状圧力センサをグリ
ップに巻き付けたある基準の筆記具をユーザが把持したときの、筆記動作の開始直前のタ
イミング（前述のタイミングｔcと同じタイミング）でのシート状圧力センサの出力から
求められたものである。また、不揮発性記憶装置１６０に記憶された基準サイズデータ１
６２は、そのような基準の筆記具のグリップのサイズ（外周長又は径など）のデータであ
る。なお、個人特徴の採取の際に、特定のサイズのグリップを持つ基準の筆記具を用いる
代わりに任意の筆記具を用い、採取した圧力分布データを後述する照合対象拡縮処理１６
４と同様の処理により基準のサイズに合わせて拡大又は縮小することで、正規化した個人
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特徴データを生成してもよい。
【００３６】
　筆記具側装置１００から圧力分布データ及びグリップサイズデータ１１４を受け取ると
、プロセッサ１５４は照合対象拡縮処理１６４を実行する。照合対象拡縮処理１６４では
、グリップサイズデータ１１４と基準サイズデータ１６２との比に応じて、筆記具側装置
１００から受信した圧力分布データを、シート状圧力センサ１０２の巻き付け方向に沿っ
て拡大又は縮小する。この拡大又は縮小により、圧縮分布データのサイズ（縮尺）を、個
人特徴データベース１６８に記憶された個人特徴のサイズに合わせることができる。この
ようなサイズ合わせを正規化と呼ぶ。なお、この逆に、各ユーザの個人特徴のサイズを、
筆記具側装置１００から受け取った圧力分布データのサイズに合わせてもよい。
【００３７】
　サイズ合わせが完了すると、プロセッサ１５４は、個人識別処理１６６のプログラムを
実行する。これにより、プロセッサ１５４は、サイズ合わせ後の状態で、圧力分布データ
を個人特徴データベース１６８の各ユーザの個人特徴、すなわち圧力分布データと比較し
、この比較により、筆記具側装置１００から受け取った圧力分布データがどのユーザのも
のかを識別する。この識別処理には、例えばＥＭ(expectation-maximization)アルゴリズ
ムなどの公知の技術を用いればよい。
【００３８】
　以上、実施形態を説明した。以上のようなユーザ識別は、筆記具側装置１００に電源が
投入された直後に一回だけ行ってもよいし、その後も何らかの条件に従って行うようにし
てもよい。例えば、初期化処理後、筆記具側装置１００の電源をオンしている間、ずっと
加速度センサ１０４の出力を監視して例えば毎ストローク（筆記の際のひと筆）の筆記動
作開始の直前のタイミングｔcでの圧力分布データを求めてユーザ認識を行ってもよい。
【００３９】
　本実施形態の方式により識別された筆記具の把持者の情報がどのように用いられるかは
、この方式を利用するアプリケーション次第であり、特に限定されるものではない。例え
ば、公知の様々な筆記ストローク認識技術により認識された筆記内容のデータを把持者の
識別情報と対応づけて保存することで、誰が何を記入したのかを記録するなどといった、
様々な応用が考えられる。
【００４０】
　次に、図５を参照して、筆記具側装置１００に対するシート状圧力センサの装着方式の
一例を説明する。この例では、シート状圧力センサ５０２を、筆記具２００のグリップ２
０２に対して着脱自在なラバーグリップ５０４の中に内蔵する。ラバーグリップ５０４は
、例えばゴムなどの伸縮可能な材料から構成された、外形が円筒状の部材であり、図５の
例では、その内部に外形の円筒形状と同心の円筒形の中空部５０６が形成されている。こ
の中空部５０６の中に、シート状圧力センサ５０２が、その両端部が重なるように丸めら
れた状態で収容されている。内蔵するシート状圧力センサ５０２のサイズは、ラバーグリ
ップ５０４が最大限まで伸びた状態でも両端部の重なり部分５０８が残るよう、十分大き
なサイズとする。１つの例では、シート状圧力センサ５０２には、電源と通信装置が付属
しており、この通信装置により、筆記具側装置１００のプロセッサ１５４と通信する。な
お、筆記具側装置１００全体をラバーグリップ５０４内に内蔵又は装着してもよい。
【００４１】
　例えば、ラバーグリップ５０４の外側面の、シートの巻き付け方向についての重なり部
分５０８の中央位置近傍に、初期化処理の際に面５１０に押しつける位置を示すマークを
形成（例えば色づけするなど）しておいてもよい。
【００４２】
　ユーザは、このラバーグリップ５０４を筆記具２００に装着し、初期化処理を実行する
ことで、その筆記具２００のグリップのサイズを筆記具側装置１００に登録する。その後
の動作は、上記実施形態で説明した通りである。
【００４３】
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　なお、一例としてラバーグリップ５０４を取り上げたが、このようなグリップ部材とし
ては、径方向に伸縮可能な材質又は構造からなるものであれば、ゴム以外のものをもちい
てもよい。
【００４４】
　以上に説明した実施形態はあくまで一例に過ぎず、本発明の範囲内で様々な変形が可能
である。
【００４５】
　例えば、以上の例では、筆記動作の開始タイミングを検出するのに加速度センサ１０４
を用いたが、これは一例に過ぎない。この代わりに、筆記具２００のペン先に係る圧力を
検出する圧力センサを設け、この圧力センサが出力する圧力値の時間的変化を監視するこ
とで、ペン先が面に当接されたタイミングを筆記動作の開始タイミングとして求めてもよ
い。このような圧力センサは、例えば、筆記具２００のペン軸の中に内蔵されたペン芯（
の例えば後端）と、ペン軸内でそのペン芯を支持する部分との間に設ければよい。
【００４６】
　また、以上の例では、システムの構成要素が筆記具側装置１００とホスト装置１５０と
に分散していたが、これは一例に過ぎない。この代わりに、ホスト装置１５０の不揮発性
記憶装置１６に記憶されるデータやプログラムを筆記具側装置１００に持たせ、筆記具側
装置１００だけでユーザ識別を行うようにしてもよい。また、この逆に、筆記具側装置１
００にはシート状圧力センサ１０２と加速度センサ１０４などといったセンサ類と、それ
らセンサ類が検出した信号をホスト装置１５０側に送信する通信装置のみを設け、初期化
処理１１２や照合対象選択処理１１６などの情報処理をホスト装置１５０が行うようにし
てもよい。筆記具側装置１００とホスト装置１５０との処理の分担の仕方は、この他にも
様々なバリエーションが考えられる。
【符号の説明】
【００４７】
　１００　筆記具側装置、１０２　シート状圧力センサ、１０４　加速度センサ、１０６
　プロセッサ、１０８　メモリ、１１０　不揮発性記憶装置、１１２　初期化処理、１１
４　グリップサイズデータ、１１６　照合対象選択処理、１１８　通信装置、１５０　ホ
スト装置、１５２　通信装置、１５４　プロセッサ、１５６　メモリ、１６０　不揮発性
記憶装置、１６２　基準サイズデータ、１６４　照合対象拡縮処理、１６６　個人識別処
理、１６８　個人特徴データベース。



(11) JP 2012-63844 A 2012.3.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2012-63844 A 2012.3.29

【図５】



(13) JP 2012-63844 A 2012.3.29

フロントページの続き

(72)発明者  竹内　孝行
            神奈川県南足柄市竹松１６００番地　富士ゼロックス株式会社内
(72)発明者  石井　努
            神奈川県海老名市本郷２２７４番地　富士ゼロックス株式会社内
Ｆターム(参考) 5B068 AA36  BD02  BD21  CC06 
　　　　 　　  5B285 CB32  CB63  CB74  CB89  DA10 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

